
グループワークテーマ②寄地域の住環境について

①強み（内的プラス要素） ②弱み（内的マイナス要素）

外 ③機会（外的プラス要素） ④脅威（外的マイナス要素）

現状分析シート

内
部
分
析

「自然」
・空気、水、星がきれい
・鳥獣被害を大学と連携して対応し、寄を第二の故郷に
・自然環境
・「静か」であること
・「良い空気」：以前の星空観察会では、寄が日本で３番目に良い空気という
ことだった
・町内では見れない雪景色が見れる
・野草や野鳥が多くある
・ホタル・釣り・キャンプ・ＢＢＱがあるということ

「空き家・空き地」
・空き家・空き地等を活用した交流人口の増加にさらに力を入れていきたい

「防災」
・寄は大きな災害に見舞われていない。「安全安心な町」「日本一安全な町」
として売り出してはどうか

「教育」
・学校の環境も少数精鋭ということで良いのではないか

「その他」
・「寄自然休養村」があること
・寄の人の人柄、思いやり、笑顔
・薪ストーブが使えて、それに町からの補助があること
・のどかな街並み

「地理・交通」
・交通手段が自家用車に限られている（負担である）
・学校・職場が遠く不便である
・アクセス道路が少ない
・バス代が高い
・交通が不便

「買い物」
・買い物が不便である・商店が少ない
・ガソリンスタンドもない

「労働」
・働ける企業が地元にない
・後継者・後継ぎが仕事の都合で他市町村に住んでしまっている
・山・畑を管理する人が不足している
・担い手不足
・寄での雇用が無い・働くところがない

「高齢化」
・高齢化が進み、イベントをするにも人材が限られてしまう
・子どもの少なさ

「情報発信」
・良いパンフレットがあるが、うまく活用されていない（駅などの人が集まる
場所においてほしい）

「下水道」
・生活排水の整備：寄地域に下水が通っていない

「防災」
・急傾斜地が多く、災害が起こった時への不安がある

「観光客」
・キャンプ・ＢＢＱ客のマナーが悪い

「鳥獣害」
・鳥獣被害・ヤマビルの被害
・近辺に猿が出る（住むことを考えると怖い）

「環境保護」
・自然が豊富ということで、手を入れることで自然が守られるので、今後自然
環境保護の点で力を入れていきたい

「空き地・空き家」
・空き家空地等を利用した交流人口の増加にさらに力を入れていきたい
・空き家が安価にある→うまく生かしてカフェを作るなどできるのではないか
・空き家や古民家の活用が出来れば

「第二東名」
・第二東名のインターへのアクセスの確保が出来つつある（？）ので、今後有
利に働くのではないか：併せて整備が何かできたら良い

「婚活イベント」
・寄地域に住んでもらう「婚活」イベントをしてほしい

「猪（ジビエ）」
・獣害の逆発想からの猪の解体（ショー？）

「宅配の活用」
・買い物が不便であることの逆発想として、宅配を活用

「新松田駅周辺整備」
・新松田駅周辺がきれいになる（そうすれば寄にとってもいい効果が）

「交通アクセス」
・秦野への連絡道路が拡幅されれば
・バスを増やすことが出来れば
・山北への通り（秦野峠林道）を開通させ、防災面も強化し、観光用の見どこ
ろとしてもどうか

「情報発信」

「子育て支援」
・寄地域のガイドブックを作っても良いのではないか
・子育て世帯への何年間かの住宅の補助をしてはどうか
・町として子育て世帯を支援しているということをＰＲしていくことで、人口
増加につながるのではないか
・若い人が定住化できるようにＢ＆Ｂのような、民泊の活用も一つの方法
・ハーフマラソンを企画するのも、キャンプの客にもなるので二重の誘客にな
るのではないか

・少子高齢化の進行
・通勤、通学、通院、買い物の不便さの進行
・学校がなくなること
・人口減少により、重複して役を持っているのが負担ではないか
・災害：秦野峠林道が開通しておらず、袋小路になってしまう
・寄のファンをつくらなければいけないのではないか
・トイレが古くて汚い
・中津川の右岸が草がボーボーで障害になっている
・子育てがしにくいエリアになってしまっているのではないか
・古くから住んでいる人が多く、若い人が入りにくくなっているのではないか
・道路は整備してほしいが、自然破壊はしてほしくない


